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資料１



 GX2040ビジョン(令和７年２月策定)

将来の見通しに対する不確実性が高まる中、GXに向けた投資の予見可能性を高める
ため、より長期的な方向性を示す。

 地球温暖化対策計画（令和７年２月閣議決定）

次期NDCについては、1.5℃目標に整合的で野心的な目標として、2035年度、
2040年度において、温室効果ガスを2013年度からそれぞれ60％、73％削減することを
目指す。

 第７次エネルギー基本計画（令和７年２月閣議決定）

「GX2040ビジョン」、「地球温暖化対策計画」と一体的に、エネルギー安定供給、
経済成長、脱炭素の同時実現に取り組む。

 サステナビリティ情報の開示
2027年3月から、一部の大企業において、取引先を含めたサプライチェーン全体のCO2
排出量(Scope3)を開示する義務が課される予定。

 国際海事機関(IMO)における新たなGHG削減対策
国際海運に対する規制やインセンティブなどを盛り込んだ新たな国際ルール作りが進められて
おり、2027年から導入される見込み。
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カーボンニュートラルに関する国内外の動向
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カーボンニュートラルに関する国内外の動向

出典：GX2040ビジョンの概要(令和７年２月 内閣官房GX実行推進室）
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カーボンニュートラルに関する国内外の動向

出典：GX2040ビジョンの概要(令和７年２月 内閣官房GX実行推進室）
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カーボンニュートラルに関する国内外の動向

出典：サプライチェーン排出量 概要資料(令和５年３月 環境省）
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カーボンニュートラルに関する国内外の動向

出典：金融審議会「サステナビリティ情報の開示と保証のあり方に関するワーキング・グループ」中間論点整理(令和７年７月 金融庁）



○福岡市のチャレンジ目標 「2040年度 温室効果ガス排出量実質ゼロ」 の実現

○博多港の脱炭素化の推進による国際競争力の強化

脱炭素化に関する具体的な取組みなどについて定め、官民で連携し、博多港における

カーボンニュートラルポート形成の推進を図ることを目的とした計画（令和5年11月策定）
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「博多港カーボンニュートラルポート形成計画」の概要

計画の目的

計画期間、削減目標等

2040年度 温室効果ガス排出量実質ゼロ※を目指す。

2030年度 温室効果ガス排出量50％削減※(2013年度比)

基準年 2013年度

目標年次
・削減目標

2040年度まで※計画期間

※外航船舶（国際海運）については、国際海事機関（IMO）が定める目標とする。
（2050年頃までに温室効果ガス排出量実質ゼロ）
市所有施設に係るエネルギー起源CO2排出量については、2030年度70％削減（2013年度比）



7

「博多港カーボンニュートラルポート形成計画」の概要

博多港のCO2排出量 及び 2030年度の削減目標

区分

基準年度

CO2排出量※

（2013年度）

ターミナル内 1.1 万トン

ターミナル外 25.5 万トン

車両 10.8 万トン

内航船舶 11.5 万トン

計 48.8 万トン

外航船舶 1.4 万トン

合計 50.2 万トン

※ 端数処理の都合上、合計と内訳の計が一致しない

2030年度目標

削減割合
(2013年度比)

削減量
(2013年度比)

CO2排出量※

(2030年度)

▲50% ▲0.6 万トン 0.5 万トン

▲71% ▲19.0 万トン 6.5 万トン

▲23% ▲3.0 万トン 7.8 万トン

▲17% ▲2.0 万トン 9.5 万トン

▲50% ▲24.6 万トン 24.2 万トン

▲20% ▲0.3 万トン 1.1 万トン

－ ▲24.9 万トン 25.3 万トン
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博多港におけるCO2排出量の現状

〇博多港における2022年度のCO2排出量は48.6万トンで、前年度比▲3％の減少。
〇ターミナル内、ターミナル外、車両、外航船舶のCO2排出量は、前年度から減少。
内航船舶のCO2排出量は、前年度から増加。

※ 端数処理の都合上、合計と内訳の計が一致しない

■博多港におけるCO2排出量の推移

前年度比
▲3％

■前年度からの増減要因等

区分
削減割合
(削減量)

増減要因

ターミナル
内

▲17%
(▲0.2万トン)

電気の排出係数の変化や
国際旅客ターミナルの再生可能エネルギー
由来電力への切替えによる
電気由来の排出量の減少 等

ターミナル
外

▲5%
(▲1.0万トン)

清掃工場（廃棄物の焼却）の
排出量の減少 等

車両
▲3%

(▲0.3万トン)
大型車の排出量の減少 等

内航船舶
3%

(0.4万トン)
貨物船の排出量の増加 等

外航船舶
▲10%

(▲0.2万トン)
貨物船の排出量の減少 等
(コンテナ船やRORO船等を除く)

合計
▲3%

(▲1.3万トン)

■ターミナル ■ターミナル外 ■車両 ■内航船舶 ■外航船舶



9

博多港におけるCO2排出量の現状

〇博多港における2022年度のCO2排出量を起源・エネルギー種別でみると、車両や船舶等の

燃料の使用による排出が最も多く、次いで廃棄物の焼却に伴う排出（非エネルギー起源
CO2）が多い。

※ 端数処理の都合上、合計と内訳の計が一致しない

【参考】福岡市全体博多港

■【博多港】
起源・エネルギー種別のCO2排出割合（2022年度）

■【福岡市全域】
起源・エネルギー種別のCO2排出割合（2022年度）

電気

7.7万t-CO2

16%

燃料

29.8万t-CO2

61%

ガス

1.5万t-CO2

3%

廃棄物（非エネルギー起源）

9.7万t-CO2

20%

博多港
排出量

48.6万t-CO2

電気

304万t-CO2

50%

燃料

218万t-CO2

36%

ガス

60万t-CO2

10%

廃棄物（非エネルギー起源）

26万t-CO2

4%

福岡市全体
排出量

609万t-CO2
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区分

現状の削減量等
(2022年度)

削減割合
(2013年度比)

削減量※

(2013年度比)

ターミナル内 ▲27% ▲0.3 万トン

ターミナル外 ▲18% ▲4.6 万トン

車両 ▲1% ▲0.1 万トン

内航船舶 29% 3.3 万トン

計 ▲3% ▲1.7 万トン

外航船舶 8% 0.1 万トン

合計 ー ▲1.6 万トン

削減目標
(2030年度)

削減割合
(2013年度比)

削減量※

(2013年度比)

▲50% ▲0.6 万トン

▲71% ▲19.0 万トン

▲23% ▲3.0 万トン

▲17% ▲2.0 万トン

▲50% ▲24.6 万トン

▲20% ▲0.3 万トン

ー ▲24.9 万トン

目標達成に必要な削減量等
(2022年度→2030年度)

削減割合
(2013年度比)

削減量※

(2013年度比)

▲26% ▲0.3 万トン

▲56% ▲14.4 万トン

▲27% ▲2.9 万トン

▲47% ▲5.3 万トン

▲47% ▲22.9 万トン

▲29% ▲0.4 万トン

ー ▲23.3 万トン

※ 端数処理の都合上、合計と内訳の計が一致しない

〇ターミナル内やターミナル外については、基準年度（2013年度）から一定程度削減が進んで
いるが、車両や船舶については、削減が進んでいない状況である。

〇目標達成に向けては、今後、▲23.3万トンの削減が必要である。

博多港におけるCO2排出量の現状
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■ヤード照明のLED化
〇アイランドシティ及び香椎PPコンテナターミナルの

全てのヤード照明のLED化が完了(全20基)

■電力の低炭素・脱炭素化
〇博多港国際ターミナルや中央ふ頭クルーズセンターにおいて、

再生可能エネルギー由来電力への切替えを実施

〇アイランドシティ及び香椎PPコンテナターミナルにおいて、

管理棟などの照明のLED化を実施中

〇アイランドシティコンテナターミナルにおいて、令和７年度から

管理棟などに太陽光発電設備を設置予定

≪ヤード照明のLED化≫

福岡市の取組み状況
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■再生可能エネルギー由来電力への切替
〇多くの市有施設において、再生可能エネルギー由来電力への切替えを実施
（博多ポートタワー、市営渡船旅客待合所 など）

■道路照明のLED化等
〇臨港道路や緑地等の照明のLED化を実施中

■省エネルギー化
〇博多港ベイサイドミュージアムにおいて、令和７年度に放射冷却塗料の実証事業を実施中

福岡市の取組み状況

≪放射冷却塗料の実証事業≫

太陽光の熱を遮断・放射する特殊な塗料を屋根に塗装することで、エアコンの負荷低減など
省エネ効果を検証。検証結果はHPやSNSで広くPR。

ベイサイドミュージアム

マスコミ向け現場説明会の様子
出典：ラディクールジャパン㈱HP

新規
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■船舶の停泊時アイドリングストップ
〇須崎ふ頭において、貨物フェリーに対応した

陸上電力供給設備の設置工事を実施中

■船舶燃料の低炭素・脱炭素化
〇市所有の清掃船において、令和５年度にバイオ燃料導入の実証実験を行い、

エンジンなど船舶への影響が無いことが確認できたため、令和７年度から、

清掃船におけるバイオ燃料の本格導入を開始

≪陸上電力供給設備≫

福岡市の取組み状況

対象船舶：
使用燃料：

清掃船２隻 「かもめ」「第２かもめ」
FAME(脂肪酸メチルエステル)と軽油の混合燃料（FAME 25％混合）

バイオ燃料の給油状況（実証実験の様子） 実証実験で使用したバイオ燃料

清掃船 燃料補給船

回収した廃食油を原料に
精製したもの
・左が回収段階の廃食油
(植物油)

・右が精製したバイオ燃料

≪バイオ燃料の本格導入≫

拡充
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■船舶燃料の低炭素・脱炭素化
〇市営渡船「みどり丸（玄界島航路）」において、令和７年度に

省エネ改良（高効率プロペラや低摩擦船底塗料の導入）を実施中

福岡市の取組み状況

従来の金属製プロペラに比べ軽量なカーボン
プロペラを採用することで、エンジンの負荷を
低減し、燃費を向上

【改修後】カーボンプロペラ

出典：ナカシマプロペラ㈱HP

【現在】金属プロペラ

エコキャップ
・羽部はカーボン製
・根元は金属製

カーボンプロペラ
・羽部はカーボン製
・根元は金属製

現在のみどり丸のプロペラ

≪高効率プロペラ≫

従来の塗料より塗膜表面が滑らかな塗料を
船底に採用することで、航行時の水流摩擦
抵抗を低減し、燃費を向上

出典：中国塗料㈱提供

≪低摩擦船底塗料≫

【現在】 【改修後】

新規
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〇環境配慮型船舶の普及や博多港への寄港を促進するため、環境配慮型船舶

に対する 入港料の減免制度を創設（令和6年4月1日より適用）

〇LNG燃料を主燃料とするクルーズ船などに対する適用実績あり

福岡市の取組み状況

■環境配慮型船舶に対するインセンティブ制度の導入

対象船舶 減免額

・LNG燃料船
・水素燃料船(燃料電池船を含む)
・バッテリー推進船
・アンモニア燃料船
・合成燃料(グリーンメタン、グリーンメタノール)
を使用する船舶

入港料
全額免除

・バイオ燃料を使用する船舶
・合成燃料(重油、軽油)を使用する船舶

入港料
燃料の混合割合に
応じて減免割合を決定

© 2025 郵船クルーズ株式会社

≪シルバー・ノヴァ≫

© 2025 SILVERSEA CRUISES LTD.

≪飛鳥Ⅲ≫
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福岡市の取組み状況

■藻場の造成・保全等（ブルーカーボンの創出）

〇和白地区におけるアマモ場造成

〇多様な主体との共働による環境保全創造活動

(博多湾NEXT会議・市民参加型環境保全イベント・地元小学校の環境学習によるアマモ場づくり 等)

〇ブルーカーボン生態系の創出に向けたワカメ等海藻の藻場造成の実証実験

〇「福岡市博多湾ブルーカーボン・オフセット制度」の運用 等

アマモ場を泳ぐウミタナゴ

≪市民イベントによるアマモ場づくり≫

アマモの種子を包んだ寒天団子を海に散布

アマモの種子団子

≪地元小学校の環境学習≫≪博多湾NEXT会議≫

【会員】令和7年3月31日現在

64団体、個人会員28名

アマモポット苗

アマモポット苗を育てる活動
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福岡市の取組み状況

■藻場の造成・保全等（ブルーカーボンの創出）

≪福岡市博多湾ブルーカーボン・オフセット制度（令和２年10月創設）の概要≫

アマモ場など、博多湾の藻場によるＣＯ２の吸収・固定量をクレジット化し、そのクレジットを企業や
市民に購入していただくことで、博多湾の環境保全活動の推進を目指す福岡市独自の制度。
販売収益はアマモ場づくり活動をはじめ、博多湾の環境保全創造の取組みに活用。

 

■販売価格
8,800円/t-CO２(税込) 最小販売単位:0.1t-CO２

クレジット販売量
（t-CO2）

カーボン・オフセット
認証実績(件)

合計 個人 団体

令和２年度 43.4 35 21 14

令和３年度 48.5 21 ９ 12

令和４年度 45.9 16 4 12

令和５年度 42.5 14 3 11

令和６年度 37.7 14 3 11

■これまでの実績


